
６
月
22
日
、
金
浦
小
学
校
で
フ
リ
ー
参
観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
友
達
同
士
で
食
べ
る
給
食
も
、
今
日
は
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒

み
ん
な
、
い
つ
も
よ
り
お
い
し
か
っ
た
？
　
＾^

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
！
」
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あ
り
ま
す
。

伊
藤
主
事
は
、
北
海
道
大
学
で
環
境
工
学
を

学
ん
で
お
り
、
こ
の
知
識
を
観
測
に
生
か
し
、

町
の
青
少
年
た
ち
に
大
き
な
夢
を
与
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

６
月
下
旬
の
５
日
間
の
夏
期
訓
練
を
始
め
、

７
月
か
ら
は
国
立
極
地
研
究
所
で
観
測
の
た
め

の
、
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
受
け
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
12
月
に
は
、
南
極
観
測
船
「
し

ら
せ
」
に
乗
船
し
て
、
来
年
の
３
月
28
日
ま
で

南
極
観
測
隊
員
の
一
員
と
し
て
観
測
業
務
に
携

わ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
の
職
員
が
南
極
観
測
に
派
遣
さ
れ
る
の
は

全
国
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
町
と
し
て
も

大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

平
成
16
年
の
第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
、
６

月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

16
日
の
初
日
は
、
佐
々
木
町
長
に
よ
る
町
政

報
告
の
後
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
条
例
、
補
正

予
算
な
ど
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
国
際
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
０
４

町
民
の
健
康
増
進
と
福
祉
の
向
上
、
体
力
維

持
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
的

に
、
今
年
も
５
月
26
日
に
国
際
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

国
内
の
対
戦
相
手
は
、
宮
崎
県
北
方
町
（
き

2

町
政
報
告

た
か
た
ち
ょ
う
）
と
い
う
、
人
口
が
５，
０
９

５
人
の
延
岡
市
の
隣
り
の
町
で
あ
り
ま
す
。
結

果
は
、
金
浦
町
が
88.5
％
、
北
方
町
が
73.4
％
で
、

当
町
が
３
年
連
続
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、
国
外
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
ク
ロ
ア

チ
ア
の
人
口
８，
４
０
０
人
の
自
治
体
と
対
戦

し
ま
し
た
。
結
果
は
、
相
手
が
29
％
で
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
町
民
皆
様
の

ご
協
力
の
賜
物
と
、深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
競
技
は
勝
敗
に
こ
だ
わ
る
だ
け

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
威
信
を
か

け
て
競
い
合
う
こ
と
は
、
住
民
の
連
帯
感
を
生

み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
運
動
と
健
康
に
対
す
る
啓
発

を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

■
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
状
況

平
成
15
年
度
の
町
税
の
収
納
率
は
、99.5
％
で
、

前
年
度
よ
り
0.1
％
と
わ
ず
か
な
が
ら
上
昇
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納

率
も
98.12
％
と
前
年
よ
り
1.24
％
増
加
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
景
気
も
徐
々
に
回
復
し
て
き
て
は

お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
滞
納
が
多
く
、
一

日
も
早
い
雇
用
の
拡
大
を
望
み
つ
つ
、
滞
納
者

に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
納
付
計
画
や
納
税
相

談
を
行
い
な
が
ら
、
尚
一
層
の
収
納
率
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
町
職
員
の
南
極
へ
の
派
遣

国
立
極
地
研
究
所
が
独
立
法
人
化
し
た
の
を

機
に
、
南
極
地
域
観
測
隊
員
と
し
て
派
遣
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
総
務
課
の

伊
藤
健
主
事
を
推
薦
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で

▲南極の風景

議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決



■
ガ
ス
熱
量
変
更
準
備
作
業

ガ
ス
の
熱
量
変
更
は
、
仁
賀
保
町
、
金
浦
町
、

象
潟
町
の
３
町
が
共
同
で
準
備
作
業
を
行
う
も

の
で
、
５
月
６
日
に
旧
金
浦
小
学
校
の
校
舎
に

「
仁
賀
保
地
区
ガ
ス
熱
量
変
更
推
進
本
部
」
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
３
町
の
職
員
と
委
託
事
業
者
か
ら
の

資
格
調
整
員
あ
わ
せ
て
24
名
体
制
で
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
校
舎
の
一
階
は
ガ
ス
器
具
・

部
品
置
場
と
更
衣
室
に
、
二
階
は
事
務
室
と
会

議
室
及
び
デ
ー
タ
資
料
室
と
し
て
使
用
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
18
年
に
は
、
本
作
業
が
始
ま
り
、
１
５

０
名
体
制
と
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

■
議
案
第
二
十
六
号

金
浦
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分

■
議
案
第
二
十
七
号

金
浦
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

3

■
議
案
第
二
十
八
号

平
成
15
年
度
金
浦
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
七
号
）
の
専
決
処
分

歳
入
は
、
平
成
15
年
度
分
の
地
方
譲
与
税
、

利
子
割
交
付
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
交
付
税
等
の
税
額
等

が
確
定
、
歳
出
は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基

金
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
へ
の
積
立
と
衛
生
費
及

び
消
防
費
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
二
十
九
号

金
浦
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例測
量
法
の
改
正
に
伴
い
、
船
員
事
務
申
請
手

数
料
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
三
十
号

金
浦
町
老
人
憩
の
家
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

さ
く
ら
荘
の
使
用
料
を
、
他
の
老
人
憩
の
家

と
同
じ
く
無
料
と
す
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
三
十
一
号

金
浦
町
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
斡
旋
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

金
浦
町
商
工
会
の
合
併
等
に
伴
い
、
関
係
条

文
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
三
十
二
号

金
浦
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

平
成
14
年
10
月
１
日
の
制
度
改
正
に
よ
る
老

人
医
療
費
や
介
護
納
金
の
大
幅
な
負
担
増
と
、

一
般
医
療
費
の
増
加
な
ど
か
ら
国
保
財
政
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
率
を

▲熱量変更準備作業

改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
議
案
第
三
十
三
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

平
成
16
年
度
一
般
会
計
に
２，
０
４
５
万
６

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
28
億
４，
８
４

５
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
主
な
補
正

・
南
極
フ
ェ
ア
補
助
金

１
２
０
万
円

・
地
域
で
創
る
水
田
農
業
補
助
金１

４
４
万
円

・
南
極
公
園
街
灯
等
修
繕
費

３
２
０
万
円

・
図
書
館
こ
ぴ
あ
臨
時
雇
用
賃
金１

２
２
万
円

■
議
案
第
三
十
四
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
16
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
に
１，
２

２
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
５
億

６，
４
５
８
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
三
十
五
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
16
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

に
２
２
万
４
千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を
２，

５
１
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
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午前8時30分から午後8時までです。（今までと同じです。）

投 票 時 間

金浦町役場のロビーです。（今までと同じです。）

投 票 場 所

投票日の公示日の翌日から、投票日の前日までです。
（今までの「不在者投票制度」の場合は、投票日の公示日から投票日の前日までの間）

投 票 期 間

投票日に仕事や用務があるなど、今までの不在者投票の事由に該当すると見込まれる人です。
したがって、今までと同じく、一定の理由に該当すると見込まれる旨の宣誓書の提出が必要です。

対　象　者

選挙は、選挙期日（投票日）に投票所において投票することを原則としていますが、「期日前投票制度」は、
投票日前であっても、投票日と同じく投票を行うことができる制度です。

公職選挙法の一部が改正され、今回の参議院議員選挙から「期日前投票制度」によって投票を行うことに
なりました。
この制度は、従来の「不在者投票制度」に変わるもので、今までのように投票用紙を封筒に入れて、それ

に署名するといった手続きが不要となります。

期日前投票制度
って何？

▼『期日前投票制度』

■制度が新しくなりました！

7月11日（日）参議院議員選挙が実施されます
みなさん一人ひとりの一票が、政治を変えます。自分たちの権利を無駄にせず、みんなで投票に参加しま

しょう。
※投票日当日の、投票時間は午前7時から午後7時までです。

開票所 

選挙人本人が投票用紙を直接投票箱へ 

投票管理者が 
投票箱へ 

期日前投票所にて投票用紙への記載 

記載場所にて 
投票用紙への記載 

投票用紙を 
内封筒へ 

外封筒へ入れ、 
選挙人が署名 

期日前投票 

従来の不在者投票 

不在者投票管理者へ提出し、 
外封筒に立会人が署名 

投票管理者が受理を 
決定したものを開封 
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お 知 ら せ

国
道
７
号
線
を
仁
賀
保
町
に
向
か

っ
て
走
る
と
、
黒
川
地
区
を
過
ぎ
た

辺
り
か
ら
、
正
面
の
山
の
頂
に
数
基

の
風
車
が
突
如
と
し
て
現
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
お
気
づ
き
の
方
、
多

か
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

仁
賀
保
高
原
の
風
車
は
有
名
で
す

が
、
今
回
の
風
車
、
実
は
西
目
町
奥

の
台
で
進
め
ら
れ
て
い
る
事
業
で
、

事
業
者
は
㈱
ト
ー
メ
ン
パ
ワ
ー
西

目
。
今
年
の
11
月
に
竣
工
す
る
予
定

で
す
。

一
基
あ
た
り
の
発
電
規
模
が
２，

０
０
０
ｋ
Ｗ
で
、
仁
賀
保
高
原
よ
り

規
模
が
大
き
く
、
15
基
設
置
さ
れ
る

計
画
で
す
。

風
！

自衛官募集案内
s防衛庁では、来春高校・大学等を卒業する
生徒を対象に次のとおり募集を行います。

■募集種目
・一般曹候補学生
・曹候補士
・航空学生
・2等陸海空士
■受付締切
平成16年9月8日（水）
■1次試験
平成16年9月18日（土）
■試験会場
本荘市内

※募集種目は、上記の他に看護学生、防衛大学
校、防衛医科大学校などの試験があります。

s10月入隊する（27歳以下）2等陸海空士の
募集をしております。

（問合せ）自衛隊本荘募集事務所　122－3479

※既に、児童扶養手当・特別児童扶養手当の認定を受けて
いる方は、8月1日から8月31日までの間に、『現況届』を
知事に提出することが義務付けられています。
（特別児童扶養手当の場合は、『所得状況届』）
届出がない場合、支給が差し止められることがあります。

■児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者の方へ
※平成16年4月分（8月支払分）から手当月額が次のとおり
改定されます。

①児童扶養手当（児童１人の場合）

種　　　別

全部支給（月額）

一部支給（月額）

旧

42,000円

41,900円

～9,910円

新

⇒　41,880円

⇒　41,870円

⇒～19,880円

②特別児童扶養手当（障害児１人について）

級

2級の場合（月額）

1級の場合（月額）

旧

34,030円

51,100円

新

⇒33,900円

⇒50,900円

応援します!! 健やかな子育て
ご存知ですか？

児童扶養手当・特別児童扶養手当制度

▼児童扶養手当とは…
父母の離婚などにより、父と生計を同じくしていない児童、または父が障害者である場合の児童に対し

て、その家庭の生活の安定と自立に役立つよう支給される手当です。
※児童扶養手当を受ける権利があっても、申請しないと受給できません。

▼特別児童扶養手当とは…
精神または身体に障害のある20歳未満の児童について支給される手当です。

制度について詳しく知りたい方は、下記のところまでお尋ねください。
金浦町健康福祉課（保健センター内） 138－4200－1345
由利地域振興局福祉環境部　　　　　　122－5434－1345
秋田県健康福祉部子育て支援課　　　　1018－860－1345



│
第
46
次
観
測
隊
の
夏
隊
へ
参
加
│

第
46
次
南
極
観
測
地
域
観
測
隊
夏

隊
隊
員
に
、
町
職
員
の
伊
藤
健
主
事

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
４
月
下
旬
に
、
南
極
観
測
の

企
画
立
案
を
担
っ
て
い
る
国
立
極
地

研
究
所
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
町
が

推
薦
し
た
も
の
で
、
本
町
か
ら
南
極

へ
行
く
の
は
白
瀬
矗
中
尉
か
ら
数
え

て
５
人
目
と
な
り
ま
す
。

南
極
の
夏
の
間
に
活
動
す
る
夏
隊

に
参
加
す
る
予
定
で
、
主
に
環
境
整

備
作
業
等
を
行
い
ま
す
。

夏
隊
は
、
11
月
下
旬
に
第
46
次
越

冬
隊
と
一
緒
に
南
極
へ
到
着
後
、
夏

期
業
務
を
こ
な
し
、
４
月
上
旬
に
は

第
45
次
越
冬
隊
と
一
緒
に
帰
国
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
７
月
１
日
よ
り
極
地
研

究
所
で
の
研
修
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。

6

▲みんな真剣！！有意義な打ち合わせができてます。

統計資料の数々！！
資料が多すぎて・・・
カメラに入りません^^

■
総
務
課

こ
こ
は
今
、
新
し
い
電
算（
税
や

住
民
情
報
、
福
祉
な
ど
の
情
報
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
す
る
こ
と
）シ

ス
テ
ム
の
立
ち
上
げ
作
業
の
検
討
を

し
て
い
ま
す
。

じ
つ
は
、
こ
の
電
算
の
シ
ス
テ
ム

は
由
利
郡
内
の
１
市
６
町
で
運
営
し

て
た
ん
で
す
け
ど
、
市
町
村
合
併
が

あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
今
後
の
電
算
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
広
報
が
お
手
元
に
届
く
頃
は

か
な
り
忙
し
い
は
ず
・
・
・
。
@@

み
な
さ
ん
、
Ｂ
ｌ
ｏ
ｇ（
ブ
ロ
グ
）

っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

じ
つ
は
こ
れ
、
日
記
形
式
み
た
い

な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
ウ
ェ
ブ
）
サ
イ
ト
の
こ

と
な
ん
で
す
。
元
々
は
、
ア
メ
リ
カ

を
中
心
と
し
た
海
外
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
見
つ
け
た
お
も
し
ろ
い

コ
ン
テ
ン
ツ
（
情
報
）
や
ニ
ュ
ー
ス

に
対
し
て
メ
モ
を
付
け
出
し
た
の
が

始
ま
り
の
よ
う
で
す
が
、
今
で
は
企

業
の
Ｉ
Ｒ
な
ど
で
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、役
場
っ
て
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
る
の
か
？

い
ろ
ん
な
手
続
き
や
福
祉
の
こ
と

等
々
・
・
・
。
で
も
、
も
っ
と
い
ろ

ん
な
こ
と
し
て
る
ん
で
す
よ
ー
。
何

を
言
い
た
い
の
か
と
い
う
と
、
役
場

の
日
記
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

よ
う
す
る
に
、
今
、
役
場
で
は
あ

ん
な
こ
と
や
、
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て

ま
す
よ
ー
っ
て
書
き
た
い
ん
で
す
よ

ね
。
^^

も
っ
と
役
場
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
し
、
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

ほ
ん
と
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

毎
日
公
開
で
き
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ

う
け
ど
、
ま
ず
は
広
報
に
書
い
て
み

て
、
み
ん
さ
ん
の
反
応
が
見
た
い
！

（
反
応
な
い
か
も
？
><
）

と
言
う
こ
と
で
、
月
一
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
回
か
ら
紹
介
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

役
場
の
し
ご
と

■
企
画
課

こ
こ
、私
の
居
る
と
こ
ろ
で
す
。̂̂

じ
つ
は
こ
こ
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン

ト
を
手
が
け
て
ま
す
。
観
桜
会
、
た

ら
ま
つ
り
・
・
・
。
今
は
ち
ょ
う
ど

８
月
15
日
予
定
の
湾
頭
ま
つ
り
の
準

備
中
！
（
御
寄
付
の
お
願
い
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
、
内
容
の
打
ち
合
わ

せ
等
々
）

そ
れ
か
ら
、今
年
は
統
計
の
当
た

り
年
。
今
、
ま
さ
に
作
業
の
真
っ
最

中
で
す
。
来
年
の
国
勢
調
査
の
準
備

も
あ
る
し
・
・
・
。
私
も
初
め
て
な
の

で
勉
強
奮
闘
中
！

■
白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館

み
な
さ
ん
、
こ
こ
に
入
っ
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
？

７
月
４
日
（
日
）
に
、
南
極
フ
ェ

ア
が
あ
り
ま
す
。
海
賊
焼
き
食
堂
に

花
火
も
あ
る
し
、
楽
し
み
で
す
ね
。

（
私
は
も
ち
ろ
ん
取
材
@@
）

も
う
、
準
備
も
大
詰
め
。
事
務
局

長
、
忙
し
く
て
倒
れ
て
な
い
だ
ろ
う

な
あ
。（
笑
）
み
な
さ
ん
い
か
が
で

し
た
？

や
っ
ぱ
り
今
回
で
ボ
ツ
か
な
あ
。

伊藤　 健
けん

主事

い
ざ
、南
極
大
陸
へ
！

〜
知
人
・
友
人
に
贈
呈
し
ま
せ
ん
か
？
〜

町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
配
り
し
た

写
真
集
「
私
の
好
き
な
金
浦
町
」
が
、

多
く
の
方
々
か
ら
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。

昔
な
つ
か
し
い
写
真
も
数
多
く
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ

と
金
浦
を
離
れ
て
い
る
ご
家
族
、
ご

友
人
に
贈
る
た
め
に
譲
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
へ
は
、
有
料
頒
布
い

た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
求
め
く
だ
さ
い
。

頒
布
価
格
一
冊
２，
３
０
０
円

（
税
込
み
）

※
町
外
へ
の
発
送
は
、
送
料
別
途

『
写
真
集
掲
載
内
容
』

Ａ
５
版
横
サ
イ
ズ
１
０
３
ペ
ー
ジ

５
編
構
成
、写
真
総
数
１
０
８
枚

・
申
込
先
　

秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字

花
潟
９
３
番
地
１

金
浦
町
役
場
　
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
４（
３
８
）４
３
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
４（
３
８
）２
３
０
３

※
申
し
込
み
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
い
ず
れ
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

写
真
集

「
私
の
好
き
な
金
浦
町
」



7

大
隈
会
長
と
言
論
の
威
力

矗
ら
は
、
大
隈
の
紹
介
状
を
持
っ

て
、
小
石
川
の
学
習
院
の
院
長
で
あ

る
乃
木
を
訪
ね
ま
し
た
。

乃
木
は
矗
ら
の
主
旨
に
大
い
に
賛

成
し
、
そ
の
事
業
の
壮
挙
で
あ
る
こ

と
を
称
賛
し
ま
し
た
が
、
後
援
会
長

に
就
任
す
る
こ
と
だ
け
は
で
き
な
い

と
い
い
ま
し
た
。

乃
木
は
学
習
院
の
院
長
と
い
う
公

職
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、

表
向
き
会
長
に
な
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
が
、陰
な
が
ら
支
援
す
る
こ
と

を
約
束
し
ま
す
。そ
し
て
会
長
に
大

隈
を
最
適
任
者
と
し
て
推
薦
し
ま

す
。矗

は
こ
の
と
き
、
乃
木
の
温
厚
に

し
て
実
直
な
人
柄
に
、
亡
く
な
っ
た

児
玉
源
太
郎
の
面
影
を
見
る
思
い
で

し
た
。
児
玉
と
乃
木
は
同
郷
の
友
で

あ
り
、心
の
許
し
合
っ
た
仲
で
し
た
。

事
実
、乃
木
の
「
陰
な
が
ら
協
力
す

る
」と
い
う
言
葉
は
そ
の
場
し
の
ぎ

の
外
交
辞
令
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ

寺
内
正ま

さ

毅き

陸
軍
大
臣
を
訪
ね
て
矗
の

南
極
探
検
の
た
め
援
助
し
て
ほ
し
い

郷
土
の
偉
人

白
瀬
　
矗

（
第
三
十
八
回
）

と
要
請
し
ま
す
。

寺
内
は
、テ
ン
ト
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、

乾
物
な
ど
の
品
物
を
荷
車
十
台
分
、

金
額
に
し
て
数
千
円
に
も
の
ぼ
る

品
々
を
寄
贈
し
た
の
で
し
た
。

ま
た
、
乃
木
も
自
ら
も
五
拾
円
を

包
み
、「
祝
壮
挙
」
と
名
詞
に
書
い

て
探
検
隊
の
た
め
寄
付
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
乃
木
は
、
自
分
の
名
詞
数

十
枚
に
署
名
し
て
、
矗
に
渡
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
わ
し
は
貧
乏
で
金
は
な
い
が
、

金
持
ち
の
連
中
を
訪
ね
て
、
乃
木
も

賛
成
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ

れ
を
持
っ
て
い
け
ば
、
い
く
ば
く
か

の
寄
付
を
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

そ
の
と
き
の
乃
木
の
思
い
や
り
が

矗
に
は
身
に
余
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ

た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

新
聞
に
も
乃
木
の
南
極
探
検
に
関

す
る
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
南
極
探
検
は
、
近
来
に
な
い
壮

挙
で
あ
り
、
肝
要
な
こ
と
は
、
天
文

学
者
を
同
行
し
て
、
南
極
の
位
置
を

誤
ら
ぬ
こ
と
だ
」

乃
木
の
あ
り
あ
ま
る
厚
情
に
感
謝

し
て
乃
木
邸
を
辞
し
た
矗
は
、
ふ
た

た
び
大
隈
を
訪
ね
て
、
後
援
会
長
は

「
や
は
り
大
隈
さ
ん
し
か
い
な
い
」

と
い
う
乃
木
の
言
葉
を
伝
え
再
度
、

会
長
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

懇
願
し
ま
す
。

大
隈
は
「
乃
木
さ
ん
が
そ
う
い
わ

れ
る
な
ら
・・・・・・・・・」
と
い
う
こ
と

で
、
や
っ
と
会
長
就
任
を
承
知
し
た

の
で
し
た
。

大
隈
重
信
が
後
援
会
長
に
な
っ
た

こ
と
で
、
矗
ら
の
南
極
探
検
に
対
す

る
世
の
中
の
認
識
や
評
価
が
ガ
ラ
リ

と
か
わ
り
ま
し
た
。
と
く
に
そ
れ
ま

で
疑
い
深
い
目
で
見
て
い
た
新
聞
社

が
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う
に
態
度
を

変
え
て
き
ま
す
。

「
自
分
が
納
得
す
る
だ
け
の
書
生

論
で
は
だ
め
だ
、
世
の
中
を
納
得
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
説
い
た
児

玉
源
太
郎
の
最
初
の
出
会
い
の
言
葉

を
、
矗
は
今
さ
ら
な
が
ら
思
い
出
す

の
で
し
た
。

ま
ず
、
７
月
５
日
の
演
説
会
が
空

前
の
盛
況
裡
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
各

新
聞
社
は
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
さ

っ
そ
く
朝
日
新
聞
社
は
事
業
協
力
を

申
し
入
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
か

わ
り
、
探
検
の
第
一
報
は
東
京
と
大

阪
の
朝
日
新
聞
に
優
先
的
に
提
供
す

る
と
い
う
契
約
を
探
検
隊
と
交
わ
し

ま
し
た
。

協
力
の
内
容
は
朝
日
新
聞
社
は
探

検
隊
に
五
千
円
を
寄
付
す
る
と
同
時

に
、「
義
金
募
集
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
東
京
、
大
阪
の
両
朝
日
新
聞
紙

面
に
お
い
て
展
開
す
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。

こ
の
契
約
は
早
稲
田
の
大
隈
邸
で

お
こ
な
わ
れ
、
矗
も
同
席
し
て
お
り

ま
す
。

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
著
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

▲暑い中、ごくろうさまです。

│
巡
拝
道
路
の
普
請
を
実
施
│

６
月
12
日
、
金
浦
町
西
国
三
十
三

番
観
音
講
の
み
な
さ
ん
が
、
巡
拝
路

の
普
請
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
は
午
後
か
ら
行
わ
れ
、
日
差

し
が
照
り
つ
け
る
中
、
除
草
剤
の
散

布
、草
刈
り
や
枝
払
い
な
ど
、集
ま
っ

た
約
20
人
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

金
浦
三
十
三
番
観
音
石
仏
は
、
近

畿
地
方
の
「
西
国
三
十
三
所
観
音
霊

場
」
に
な
ぞ
ら
え
て
安
政
４
年
（
一

八
五
七
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

勢
至
山
・
木
の
浦
山
と
観
音
潟
の
ほ

と
り
に
、
三
十
三
体
の
観
音
石
仏
が

散
在
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
見
た
こ
と
あ
る
と
思
い

ま
す
。

金
浦
西
国
三
十
三
番
観
音
石
仏

６
月
12
日
、
こ
の
日
は
朝
早
く
か

ら
、
町
中
の
あ
ち
こ
ち
で
、
空
き
ビ

ン
や
古
新
聞
な
ど
が
置
い
て
あ
る
の

が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。

そ
う
！
こ
の
日
は
金
浦
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
児
童
生
徒
ら
が
、
全
町
の
資

源
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

空
き
ビ
ン
や
ア
ル
ミ
缶
、
古
新
聞

な
ど
の
紙
類
が
対
象
で
、
家
庭
や
商

店
か
ら
出
さ
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
資

源
を
、
額
に
か
い
た
汗
を
タ
オ
ル
で

拭
き
な
が
ら
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に

運
び
込
ん
で
い
ま
し
た
。

…
み
な
さ
ん
知
っ
て
ま
し
た
？

こ
う
や
っ
て
集
め
た
資
源
は
、リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
、再
び
鉄
や
ア
ル

ミ
の
原
料
と
な
っ
た
り
、再
生
紙
、ブ

ロ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。

前
向
き
に
、
新
し
い
こ
と
が
で
き

そ
う
な
感
じ
。
み
な
さ
ん
、
お
も
し

ろ
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
っ
た
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

│
み
ん
な
が
ん
ば
っ
た
！

資
源
回
収
│▲がんばるぞ！^^
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逃
げ
る
の
だ
そ
う
で
す
。）

そ
の
後
、
切
れ
た
縄
を
集
め
、
大

蛇
を
作
っ
て
、
と
ぐ
ろ
を
巻
か
せ
ま

す
。
こ
の
と
ぐ
ろ
の
上
に
子
供
た
ち

を
順
番
に
乗
せ
、
大
人
た
ち
が
「
ド

ン
ツ
キ
ド
ン
」
と
掛
け
声
を
か
け
て

胴
上
げ
を
し
ま
す
。

最
後
に
、
と
ぐ
ろ
を
解
い
た
大
蛇

を
子
供
た
ち
全
員
で
運
び
、
地
区
で

一
番
大
き
な
木
に
巻
き
つ
け
、
お
祈

り
を
し
ま
す
。
子
供
た
ち
の
健
康
と

幸
せ
を
願
っ
て
・
・
・
。

│
し
ょ
う
ぶ
　
よ
も
ぎ
│

６
月
４
日
、
夕
方
６
時
か
ら
赤
石

地
区
で
「
し
ょ
う
ぶ
　
よ
も
ぎ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
赤
石
川
の
橋
上
で
、

「
ご
ん
が
ん
ご
え
の
し
ょ
う
ぶ
よ
も

ぎ
の
ば
っ
ち
ゃ
ば
ち
ゃ
、
鬼
の
ま
な

く
（
眼
玉
）
つ
ぶ
え
れ
」
と
唄
い
な

が
ら
、菖
蒲
と
蓬よ

も
ぎ

を
稲
わ
ら
で
包
み
、

縄
で
く
く
っ
た
棒
状
の
も
の
を
、
縄

が
切
れ
る
ま
で
叩
き
ま
す
。（
菖
蒲

と
蓬
は
臭
い
が
強
い
た
め
、
悪
魔
が

子
供
た
ち
の
健
康
と

幸
せ
を
願
っ
て
！

５
月
31
日
、
南
極
の
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
専
門
家
が
小
中
学
生
に
伝

え
る「
朝
日
南
極
教
室
」（
国
立
極
地

研
究
所
、
朝
日
新
聞
社
主
催
）が
金

浦
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
児
童
、
町
民
な
ど
約
330
人
が
参

加
し
た
。

６
年
１
組
の
今
野
広
夢（
ひ
ろ
む
）

く
ん
が
進
行
役
を
務
め
、
通
信
衛
星

と
テ
レ
ビ
電
話
を
使
っ
て
、
児
童
と

南
極
の
昭
和
基
地
に
越
冬
中
の
第
45

次
観
測
隊
員
た
ち
が
お
互
い
の
画
面

を
見
な
が
ら
話
し
合
っ
た
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
児
童
６
人

が
そ
れ
ぞ
れ
観
測
隊
員
に
質
問
し
、

５
年
１
組
の
兼
松
大
夢
（
ひ
ろ
む
）

く
ん
は
、「
南
極
で
は
ト
イ
レ
で
使

っ
た
水
は
ど
こ
に
い
く
の
？
」
と
尋

ね
た
。
昭
和
基
地
の
越
冬
隊
員
は

「
汚
水
は
、
ト
イ
レ
で
使
用
し
た
水

の
ほ
か
、
食
堂
な
ど
で
も
出
ま
す
。

そ
れ
を
タ
ン
ク
に
ま
と
め
、
バ
ク
テ

リ
ア
に
食
べ
て
も
ら
い
、
き
れ
い
な

水
に
し
て
海
に
放
水
し
ま
す
。
南
極

は
地
球
上
で
も
っ
と
も
環
境
が
汚
染

さ
れ
て
い
な
い
場
所
の
一
つ
。
環
境

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。」
と
答
え
た
。

ま
た
、
６
年
１
組
の
土
門
い
ず
み

さ
ん
は
、
南
極
で
花
火
は
で
き
る
ん

で
す
か
？
」
と
聞
い
た
。
す
る
と
隊

員
の
み
な
さ
ん
は
、「
で
き
ま
す
。

日
本
と
南
極
の
空
気
の
成
分
は
ほ
と

ん
ど
同
じ
な
ん
で
す
。（
窒
素
80
％
、

酸
素
20
％
）
と
答
え
、
マ
イ
ナ
ス
10

度
の
極
寒
の
外
で
、
実
際
に
花
火
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、「
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
を
ど

の
よ
う
に
し
て
調
べ
て
い
る
の
で
す

か
？
」、「
南
極
で
の
調
査
や
研
究
は

私
た
ち
の
生
活
に
ど
う
関
わ
っ
て
い

る
の
で
す
か
？
」
な
ど
の
質
問
が
出

さ
れ
、
隊
員
ら
は
一
生
懸
命
に
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

質
問
に
先
立
ち
行
わ
れ
た「
金
浦

の
紹
介
」コ
ー
ナ
ー
で
は
、
白
瀬
中

尉
と
白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
を
紹

介
し
た
、
児
童
に
よ
る
手
作
り
の
ビ

デ
オ
が
流
れ
、
隊
員
も
熱
心
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
隊
員
ら
に
よ
る
現
在
の
南

極
の
様
子（
現
在
は
一
日
中
、
太
陽

の
日
が
差
し
込
ま
な
い
極
夜

き
ょ
く
や

で
、
７

月
12
日
ま
で
続
く
そ
う
で
す
。
朝
９

時
頃
の
映
像
で
し
た
が
外
は
真
っ
暗

で
し
た
。）
が
紹
介
さ
れ
た
り
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
た
観
測
隊
員
の
活
動

の
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
ペ
ン
ギ

ン
が
よ
ち
よ
ち
と
歩
く
映
像
が
写
し

出
さ
れ
る
と
、
み
ん
な
「
か
わ
い
い

〜
」な
ど
と
言
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
勉
強
で
き
ま
し
た
ね
。

金
浦
小
学
校

南

極

教

室

▲ちょっぴり、不安？ ▲えい！　やあ～

▲どうもありがとう！
なにがはってるのかなあ^^
（最後にお菓子をもらったよ）

▲大蛇を作ってるところ・・・

金
浦
小
学
校

南

極

教

室

「
南
極
で
は
ト
イ
レ
で
使
っ
た
水
は
ど
こ
に
い
く
の
？
」

児
童
が
Ｔ
Ｖ
電
話
で
観
測
隊
に
質
問
！
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６
月
５
日
、
仁
賀
保
町
立
居
地
地

内（
白
雪
川
堤
防
）で
水
防
訓
練
競
技

大
会
が
行
わ
れ
、
仁
賀
保
地
区
消
防

団
か
ら
14
隊
が
参
加
。
金
浦
町
か
ら

は
第
２
部（
大
竹
）が
出
場
し
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
、「
大
雨
に
よ
り
水
位

の
上
が
っ
た
白
雪
川
」
を
想
定
し
、

堤
防
を
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
保
護
し

決
壊
を
防
ぐ「
シ
ー
ト
張
り
工
法
」、

強
さ
の
増
す
川
の
流
れ
を
抑
え
る
た

め
、
ロ
ー
プ
で
固
定
し
た
杉
の
枝
を

川
に
投
げ
込
む「
木
流
し
工
法
」、
な

ど
の
４
種
目
。

訓
練
を
兼
ね
つ
つ
作
業
時
間
と
完

成
度
を
競
う
大
会
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
参
加
し
た
団
員
は
災
害
時
と
同

様
に
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

仁
賀
保
地
区
消
防
団
水
防
工

法
講
習
会
・
訓
練
競
技
大
会

│
約
50
人
が
参
加
│

Ｔ
Ｄ
Ｋ
社
友
会
有
志
、
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
み
な
さ
ん
が
、
お
花
を
い
っ
ぱ
い

植
え
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
社
友
会
有
志
の
み
な
さ
ん

は
駅
前
広
場
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
土

と
肥
料
を
入
れ
る
作
業
を
行
い
ま
し

た
。（
花
は
、
後
で
小
学
校
の
み
な

さ
ん
が
植
え
て
く
れ
る
予
定
で
す
。）

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
み
な
さ

ん
は
、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
周
辺
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
み
な
さ
ん

は
、勢
至
保
育
園
内
に
あ
る
花
壇
に
、

ベ
コ
ニ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

の
花
を
植
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
秋
頃
ま
で
、
私
た
ち
の

目
を
い
っ
ぱ
い
楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ

う
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
お
花
を
見
つ

け
た
ら
、
こ
の
記
事
の
こ
と
、
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
^^

お
花
が
い
っ
ぱ
い
！
^^

│
勢
至
保
育
園
児
た
ち
│

６
月
８
日
、
勢
至
保
育
園
の
園
児

た
ち
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を

し
ま
し
た
。

２
日
前
か
ら
雨
の
日
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
カ
ラ
ッ
と
し

た
青
空
と
な
り
、
待
ち
に
待
っ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
日
和
と
な
り
ま

し
た
。

畑
の
場
所
は
大
竹
地
区
で
す
。
お

気
に
入
り
の
黄
色
い
ト
ト
ロ
バ
ス
に

乗
り
込
み
、
さ
あ
出
発
！
^^

畑
で
は
、
苗
植
え
の
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
る
大
竹
地
区
の
み
な
さ
ん

が
、
準
備
万
端
で
待
っ
て
い
て
く
れ

ま
し
た
。

先
生
の
言
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
聞

い
て
、
一
列
に
並
び
、
一
人
ひ
と
り

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
手
に
取
り
ま
す
。

”さ
あ
、
い
よ
い
よ
苗
植
え
の
始

ま
り
で
す
。“
順
番
に
畑
に
入
り
、
み

ん
な
一
生
懸
命
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

イ
モ
の
苗
植
え

▲婦人団体連絡協議会のみなさん

▲ＴＤＫ社友会有志のみなさん

▲競技は真剣そのもの！！ あ
ほんとうにお疲れさまでした。

▲ぼくにもちょうだい！^^

▲老人クラブ連合会のみなさん

▲これって、いつおイモになるの？▲みんなが、植えたサツマイモ畑　がんばりました。
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！！飲酒運転の徹底追放！！
～飲酒運転４ない運動～

○お酒を飲んだら運転しない
何人も、酒気を帯びて運転してはならない。
○運転する人にお酒を飲ませない
車を運転することを知りながら、運転者にお酒を

飲ませた人には、罰則が適用されます。
○運転するならお酒を飲まない
車を運転することが明らかなときは、勇気をもっ

て断りましょう。
○飲酒運転を見逃さない
お酒を飲んで運転する人や、飲ませる人を見逃さ

ないようお互いに注意しましょう。

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ事故のない町～

こちら 笑顔印 笑顔印 

区　　　分

金浦町における交通事故発生状況

５月中の事故 平成16年累計
（１月～５月）

平成15年累計
（１月～５月）

件数

死者

傷者

物損事故

人
身
事
故

３件

０人

３人

４件

７件

０人

11人

28件

７件

０人

９人

38件

Vol.53

エアコンの省エネ術
省エネ 
講座 
省エネ 
講座 

国民年金免除制度について
～国民年金免除申請は１年ごとの更新となります。～

経済的に納付が困難な方は、免除制度を利用しましょう。
免除制度は、第１号被保険者にのみ適用されます。保険料を未納のままにしておきますと、将来年金を受

けられない場合がありますが、免除の手続きをしておきますと、年金を受ける権利が保障されます。

※　昨年免除申請していた方で、今年も引き続き免除申請する方は、7月末までに
町民課窓口で申請の手続きをしてください。

◎国民年金保険料の免除制度には、法定免除と申請免除があります。

《法定免除》─届け出れば、保険料が免除されます。
■生活保護法等による生活扶助を受けているとき。
■障害基礎年金、または被用者年金の障害年金を受けているとき。（1級、2級のみ）

↓
保険料全額免除

《申請免除》─申請して承認されると保険料が免除されます。
■所得が少ないとき（所得が一定以下で全額保険料を納付するのが困難なとき）
■天災、失業等の理由により、保険料を納付することが著しく困難な人

↓
保険料全額免除又は保険料半額免除　

エアコンの涼しい風が、と～っても恋しい季節がやってきま
した。
日中の日が高い時間帯や、寝苦しい夜にはついつい電源ON^^
でも、その後の請求書を見てびっくり！！＞＜なんてことあ

ったと思います。今年の夏は、この省エネ講座を参考にしてみ
てね。

①窓にはカーテンやブラインドを！
たったこれだけ。窓から入る熱を遮断すると冷房効率アップ！

②風向きを上手に調整！
冷房中は、風向きを上向きが基本です。

③エアフィルターのお掃除を！
エアフィルターの目づまりにより、
電気を余計に消費します。
２週間に１度を目安にお掃除しましょう。

④冷房は２８℃程度に！
ちょっと暑いかも？がんばりましょう！
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湾頭の風にのせて　　　あ

Vol.56

☆4. 7. 10. 12カ月児健診☆
◆日　時 7月22日（木）
◆場　所 保健センター
◆受　付 14カ月児　12：50～13：00

17カ月児　13：00～13：10
10カ月児　13：10～13：20
12カ月児　13：10～13：20

◆対　象 平成15年7月、9月、12月、平成16年３月
に生まれた乳児と前回の健診を受けられ
なかった乳児

◆持ち物　母子健康手帳、アンケート票
※　4カ月児、7カ月児健診の対象者は、離乳食講習
がありますので、受付時間に遅れないようにお願
いします。また、「おんぶひも」がありましたら持参
してください。

☆１歳6カ月～１歳8カ月健診☆
◆日　時 7月20日（火）
◆場　所 保健センター
◆受　付 13：00～13：15
◆対　象 平成14年10月～12月に生まれた幼児と前

回の健診を受けられなかった幼児
◆持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、

1歳児アンケート票（1）、（2）

☆保健センターで遊ぼう☆
◆日　時 7月8日（木）9：00～11：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族
※　お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

☆健康よろず相談☆
◆日　時 7月12日（月）9：00～11：30
◆場　所 保健センター
◆対　象 乳幼児とその家族
※　健康づくりや介護に関することなど、保健師に
よる相談会です。どなたでもお越しください。

“歯
周
病（
い
わ
ゆ
る
歯
槽
膿
漏
）”と
は
、
そ
の

名
の
と
お
り
歯
の
周
囲
の
組
織
が
破
壊
さ
れ
る
病

気
で
、
平
成
11
年
の
調
査
に
よ
る
と
国
民
の
約

73
％
が
歯
肉
に
異
常
を
抱
え
て
い
ま
す
（
５
歳
以

上
・
永
久
歯
）。

15
〜
24
歳
で
も
約
65
％
、
45
〜
55
歳
の
人
に
至

っ
て
は
約
88
％
も
の
人
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
中
で
重
度
で
進
行
の
早
い
タ
イ
プ
の
歯
周
病
は

10
％
未
満
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ほ
と

ん
ど
の
人
は
早
期
に
適
切
な
処
置
が
取
ら
れ
て
い

れ
ば
、
病
気
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

歯
を
失
う
原
因
の
半
分
は
、
歯
周
病
で
す
。

「
年
を
取
っ
た
ら
入
れ
歯
は
当
た
り
前
」
で
は
な

い
の
で
す
。
必
要
な
の
は
、
自
分
の
歯
に
関
心
を

持
つ
こ
と
、
そ
し
て
予
防
の
意
識
を
持
つ
こ
と
、

た
だ
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

入
れ
歯
を
入
れ
る
こ
と
な
く
、
生
涯
、
自
分
の
歯

で
食
べ
る
こ
と
は
誰
に
で
も
十
分
可
能
な
こ
と
な

の
で
す
。

本
荘
市
由
利
郡
歯
科
医
師
会

「風合瀬」という地名がある。”かそせ”と呼ぶのだ
そうだ。その地が青森県の日本海側にあると知った
のは、新聞紙上でなかったかと記憶している。私は
この地名のもつ何ともいえない響きに惹かれ、想像
力を揺さぶられてしまった。例えば、この呼び名の
由来はとか、どんな風景が広がっているだろうかと
か、さらにまた、風が合う瀬とは何と運命的なにお
いのする場所ではないかとか、勝手に人間の出会い
にならえて考えたりもしている。
この風合瀬の地名に刺激されたわけではないが、

今年度、学校だよりの名称を「金小だより」から「湾頭
の風」に変えてみた。それには校長としてもそうだ
が、本校の一卒業生としての私の特別の思いが関係
している。それというのは「湾頭校舎」として親しま
れてきた本校が、この一年を最後に今の地における
120年を越える長き歴史の幕を閉じるということにつ
いてである。私の心には沸々と「湾頭校舎忘れじな」
の愛惜の念がわき上がり、「湾頭」という言葉に対する
特別な思いをもつに至ったのである。そしてまた、
「湾頭」という名称が、本校にとっての枕詞であり続
けてきた歴史からすれば、学校だよりの名称変更は
至極自然であったし、そのことによって「湾頭の風」
を、まさしく本校の顔にしなければという使命感を
もつに至ったことも確かである。
さて、時代は学校を取り巻く環境を大きく変えよう
としている。時代の風が吹いていると言っても過言
ではない。どの学校でも、開かれた学校づくりが大
きな経営上のテーマになっている。そのような流れ
を受けて学校・家庭・地域とが一体となった教育の推
進が叫ばれ、その連携による教育に教育の未来を託
そうとする動きが広がっている。このような教育思
潮は今に始まったことではなく、これまでも教育の
不易なこととして脈々と受けつがれてきているもの
である。ただ、忘れてならないことは、子どもの教
育にかかわるこれら三者がそれぞれの責任と役割を
わきまえ、手を結び、連携による「合力」を創り出す
ことによってしか、教育を教育たらしめる推進力は
生まれないということである。もちろん、その合力
を生み出す鍵を握っているのは、学校であることも
また、不易なことである。

─生涯学習活動誌『湾頭』より抜粋─

金浦小学校
校　長　　畠　山　　剛
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渡辺　知
とも

晃
あき

（金　浦）

体を動かして遊ぶのが大好きで、いつも家中、
跳んだり、はねたりして走りまわってます。１
つ下の弟とは、とっても仲良しでいつも一緒…。
よくケンカもします。

佐々木　慧
けい

（ 飛　）

お絵描き、ぬりえ、絵本が大好き！
毎日、けんかしながらも妹の面倒を
よくみてくれます。ちょっぴり甘えん
坊で笑顔のかわいい女の子です。

武内　佑
ゆう

大
だい

（浜の田）

自転車!!野球!!とにかく体を動
かす事が大好きな元気○印 の佑大
です。

佐藤　優
ゆう

希
き

（岡の谷地）

末っ子長男、歳の離れた姉2人!!
甘えん坊だけど元気いっぱい。
ポケモン大好きな優希です。

か
ん
が
る
ー
組
の
お
と
も
だ
ち

き
　
り
　
ん

「ブランコであそんでるところ」 「おえかきしているところ」

「ぶらさがってあそんでるところ」 「ねんどでひこうきをつくっているところです。」

私
の
将
来
の
夢
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
の
わ
け
は
、
雑
誌
を
見
て
い
て
、

か
わ
い
い
服
や
、
か
っ
こ
い
い
服
が

あ
っ
た
り
す
る
と
、
自
分
で
も
考
え

て
み
た
く
な
る
か
ら
で
す
。
今
、
い

ろ
ん
な
雑
誌
を
買
っ
て
服
を
見
て
、

将
来
は
、
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る

服
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
た
い
で
す
。

相庭　里
さと

美
み

（高　森）

将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
柔
軟
体
操
を
し
た

り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り
し
て
体

を
き
た
え
て
活
躍
し
て
、
た
く
さ
ん

試
合
に
勝
ち
た
い
で
す
。

４
月
、
勢
至
公
園
内
に
あ
る
観
音

潟
に
噴
水
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
太
陽
光
発
電
を
利
用
し

た
シ
ス
テ
ム
で
、
潟
の
水
質
浄
化
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

労
働
者
研
修
セ
ン
タ
ー
「
エ
ニ
ワ

ン
」
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
16

枚
設
置
し
て
光
を
集
め
、
噴
水
の
動

力
と
し
て
い
ま
す
。
集
め
て
余
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
東
北
電
力
に
買
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
一
カ
月

約
１，
５
０
０
円
く
ら
い
）

ち
な
み
に
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム
の

最
大
容
量
は
2.88
kw
で
、
家
庭
用
エ
ア

コ
ン
２
台
分
に
相
当
し
ま
す
。
お
天

気
の
良
い
日
に
、
お
散
歩
つ
い
で
に

見
て
く
だ
さ
い
。

齋藤　拓
たく

馬
ま

（十二林）

僕
の
将
来
の
夢
は
、
柔
道
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
る
事
で
す
。

そ
れ
は
、
今
や
っ
て
い
る
柔
道
を

生
か
し
て
、
強
く
て
た
く
ま
し
い
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
り
た
い
か
ら

で
す
。
そ
の
夢
を
叶
え
て
、
ド
ロ
ボ

ウ
と
か
か
ら
、
金
浦
を
守
っ
た
り
し

た
い
で
す
。

あ
と
、
警
視
庁
に
入
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

佐々木　祐
ゆう

（花　潟）

私
の
将
来
の
夢
は
、
バ
レ
ー
の
選

手
に
な
る
事
で
す
。

そ
れ
は
、
今
私
は
バ
レ
ー
部
で
、

下
手
だ
け
ど
楽
し
い
時
も
、
く
や
し

い
時
も
あ
っ
て
、
今
、
と
っ
て
も
楽

し
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
今
、

私
は
一
生
懸
命
バ
レ
ー
の
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
や
め
た
い
と
思
う
時
も

あ
る
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
バ
レ
ー
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

高成　美希
み き

（十二林）

浜
っ
子
た
ち
が
思
う
未
来
の
自
分

観
音
潟
に
噴
水
が
出
現
！

み
な
さ
ん
、
気
づ
い
て
ま
し
た
？

▲噴水は、高さ1m、直径4m
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こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
良
く
ご
存
知

の
本
？
毎
週
月
曜
夜
10
時
「
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
×
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
で
放
送
さ
れ
て
い

る
料
理
の
レ
シ
ピ
本
で
す
。
こ
の
本

を
見
た
ら
ま
っ
た
く
料
理
を
し
な
い

私
私
も
作
り
た
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

だ
っ
て
、
と
っ
て
も
お
い
し
そ
う

〜
！
　
＾^

「東北お祭り紀行」
重森洋志/著
無明舎出版/編

「カウンセラー」
松岡圭祐/著
小学館/編

「BISTRO SMAP
RECIPE ７ｈ」

VICTORY ＆ QUICK

義家弘介／著
文芸春秋／編

「13歳のハローワーク」
村上龍/著
幻冬舎/編

野
ね
ず
み
の
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
と
こ

ろ
に
、
す
み
れ
ち
ゃ
ん
が
持
っ
て
き

た
の
は
、
と
び
き
り
大
き
な
か
ぼ
ち

ゃ
。
お
料
理
の
は
じ
ま
り
で
す
。

「ぐりとぐらと
すみれちゃん」

やまわきゆりこ／絵
なかがわえりこ／文

大
好
き
な
こ
と
を
職
業
と
し
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
動
物
、
映
画
、

ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
な
ど
の
「
好
き
」

を
入
り
口
に
514
種
の
職
業
を
紹
介
。

活
字
の
多
い
本
で
す
。
で
も
、
子

供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
楽
し
く
話
し
合
う
に
は
最

適
か
も
。
＾^

東
北
各
地
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
を

多
数
の
写
真
を
使
っ
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
旅
行
が
好
き
な
ひ
と
は
、
お

出
掛
け
し
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
も
？

写
真
が
多
い
の
で
読
み
や
す
い
で

す
。 独

自
の
音
楽
療
法
で
高
い
評
価
を

得
て
い
た
女
性
教
論
の
家
族
を
悲
劇

が
襲
っ
た
。
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
少
年
犯
罪
に
激
し
く
増
悪
を
燃
や

す
う
ち
、
彼
女
の
な
か
に
冷
酷
な

「
も
う
ひ
と
り
の
自
分
」
が
宿
り
は

じ
め
る
。

『第９回子吉川フェア』
と　き◆7月18日（日）午前10時～
ところ◆アクアパル、友水公園
内　容◆魚のつかみどり、親子水上観察会他
問合先◆アクアパル（122－5611）

本　荘

『第17回山と川ふるさと2004 芋川まつり』
と　き◆7月25日（日）午後1時～午後9時
ところ◆金崎橋上流（国道105号線沿い）
内　容◆金魚すくい、演芸会、花火他
問合先◆大内町役場産業課（165－2216）

大　内

『第15回日本海に響け！』太鼓の祭典
と　き◆7月31日（土）午後６時～
ところ◆しおかぜ公園芝生広場

（雨天時は町民体育館）
問合先◆仁賀保町社会教育課（137－3121）

仁賀保

勢
至
保
育
園
か
ら

こ
ん
に
ち
は
!!

６
月
10
日
、
園
児
た
ち
は
”イ
チ
ゴ

狩
り
“
に
お
出
か
け
。

畑
に
着
く
と
、
甘
〜
い
香
り
…
。

み
ん
な
、
イ
チ
ゴ
を
取
る
の
に
夢
中

で
し
た
。

も
ぎ
取
っ
た
イ
チ
ゴ
は
、
自
分
の
入

れ
物
に
い
〜
っ
ぱ
い
！
も
ち
ろ
ん
、
お

口
の
中
も
。
＾^

写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、
お
じ
さ
ん

●

●

●

●

、

イ
チ
ゴ
お
い
し
い
よ
。
食
べ
て
み
て
っ

て
、
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

―
水
無
月
を
詠
む
―

面
影
に
竹
の
子
採
り
の
父
浮
ぶ

早
朝
売
り
行
く
母
も
浮
か
べ
り

越
　
川
　
キ
エ
コ

桜
散
り
葉
桜
と
な
り
ま
た
楽
し

生
き
お
る
幸
せ
感
謝
に
耐
え
ず

越
　
川
　
　
　
武

水
無
月
の
鳥
海
の
山
は
麗
日
の

如
き
雪
渓
す
我
が
老
い
し
身
の

今
　
野
　
坂
　
記

新
緑
の
竹
の
子
と
り
で
人
の
波

カ
ッ
コ
ウ
鴬
声
高
ら
か
に

佐
　
藤
　
恵
美
子

水
無
月
の
若
葉
を
ぬ
ら
す
青
時
雨

若
芽
は
伸
び
て
山
は
ふ
く
ら
む

佐
　
藤
　
幸
　
一

水
無
月
の
歩
道
沿
い
に
は
ア
カ
シ
ア
は

雨
に
打
た
れ
て
青
白
く
見
ゆ

佐
　
藤
　
つ
や
子

朝
も
や
に
仄
か
に
た
だ
よ
う
香
り
し
て

山
芍
薬
の
楚
楚
と
咲
き
け
り

須
　
藤
　
恵
美
子

雨
の
後
緑
さ
や
け
し
谷
若
葉

わ
た
る
鴬
声
と
お
り
く
る

高
　
橋
　
卯
　
治

深
み
ど
り
影
を
つ
く
り
し
散
歩
道

山
藤
の
花
ゆ
る
ゆ
る
と
舞
う

森
　
　
　
ト
シ
子

気
丈
な
る
雉
の
一
声
電
車
行
き

人
に
抗
議
す
居
場
所
奪
わ
れ

細
　
田
　
文
　
夫

「
み
ん
な
、
と
〜
っ
て
も

い
い
表
情
し
て
た
よ
。」

BOOK&VIDEO
新着案内
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7月お知らせカレンダー
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

町の人口・世帯
平成16年５月31日

＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
課
　
1（
〇
一
八
四
）
三
八
―
四
三
〇
〇
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
―
一
　
■
印
刷
所
　
秋
田
市
旭
北
錦
町
三
―
五
〇
　
㈱
三
戸
印
刷
所

※人　口

男 2,377人（減６）
女 2,660人（増３）
計 5,037人（減３）
※世帯数

1,592戸（増４）

海の日

1歳6～8カ月児健診　保健センター

4・7・10・12カ月児健診　保健センター

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

健康よろず相談　保健センター （9:00～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

結核検診　保健センター （9:30～10:30）
健康相談　元気百歳館 （12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:00）

中華料理教室　保健センター （10:00～）

中華料理教室　保健センター （10:00～）

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

さ
て
、
今
号
か
ら
広
報
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
手

に
取
っ
て
見
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど

読
ん
だ
こ
と
が
な
い
！
@@
（
私
も
忙
し

い
か
ら
な
あ
…
と
一
応
言
っ
て
み

る
。）
前
任
者
の
み
な
さ
ん
、
ご
め
ん

な
さ
い
。

…
ん
？
な
ん
で
読
ま
な
い
ん
だ
ろ

う
。
そ
も
そ
も
広
報
っ
て
な
ー
に
？

読
み
手
と
書
き
手
の
気
持
ち
が
一

緒
だ
っ
た
ら
ね
え
〜
。
み
な
さ
ん
の

ご
要
望
を
ど
ん
ど
ん
下
さ
い
。

み
な
さ
ん
、
ど
ん
な
広
報
だ
っ
た

ら
読
む
ん
で
す
か
ね
え
〜
…
。
（
Ｋ
）

ほ
っ
と
一
息
…
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

「
広
報
…
っ
て
？
」
＾^

休日応急診療在宅当番医
４日（日）木村医院（143－3308）

11日（日）伊藤医院（143－4171）

18日（日）すずらん診療所（162－8065）

19日（月）神坂医院（143－3108）

25日（日）さいとうクリニック（143－3105）

※象潟町役場（143-3200）でご確
認ください。診療時間は９時～12時
です。 象潟町医師会

●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ
も
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

慶

弔

だ

よ

り

・
越
　
川
　
謙
　
一
　
様
（
塩
焚
浜
）

・
渋
　
谷
　
文
　
雄
　
様
（
十
二
林
）

・
本
　
藤
　
　
　
博
　
様
（
備
　
中
）

・
三
　
浦
　
嘉
　
夫
　
様
（
金
　
浦
）

・
齊
　
藤
　
憲
　
一
　
様
（
金
　
浦
）

須
　
藤
　
遥は

る

斗と

（
公
明
）大
　
竹

高
　
橋
　
遥は

る

花か

（
春
比
古
）金
　
浦

越
　
川
　
兼
　
造
（
86
歳
）塩
焚
浜

本
　
藤
　
鉄
五
郎
（
83
歳
）備
　
中

渋
　
谷
　
カ
ツ
ノ
（
98
歳
）十
二
林

齊
　
藤
　
昭
　
市
（
77
歳
）金
　
浦

今
　
野
　
キ
エ
コ
（
88
歳
）大
　
竹

三
　
浦
　
嘉
知
郎
（
77
歳
）金
　
浦

齊
　
藤
　
ヲ
タ
ヨ
（
89
歳
）十
二
林

ち
ゃん

ち
ゃん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

お
た
ん
じ
ょ
う

お
た
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じ
ょ
う 

お
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で
と

お
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で
と
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お
た
ん
じ
ょ
う 

お
め
で
と
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で
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ご
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を
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ご
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い
ふ
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を
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